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インド洋大津波の当日 (2004年 12月26日）、スリラン

カのゴールに居て命拾いした。その時のことは求められる

ままに書いたが、世界史的事件だったといっていい。スリ

ランカなど、地震など全くなく、 7世紀に編まれたという

『マハーヴァムサ』という古文書に依れば、紀元前 2世紀頃

、王女が波にさらわれたという伝承が記されているだけだ

という。それが津波だったとすれば実に 2200年ぶりだっ

たことになる。

ゴールで 400人、周辺で 2000人、スリランカ全体で

33000人が亡くなった。何かできることはないかというこ

ともあって、 7月にインド・スリランカの津波被災地を訪

れてきたのであるが、特に、スリランカの場合、未だに津

波の爪痕が生々しい。海岸線から 100m以内に建築禁止令

が出されたせいである。しかし、それにしても津波の力は

相当のものである。

コロンボ周辺は死亡者こそ少なかったものの、海岸部に居

住していた不法占拠者たちが大きな被害を受けた。各国の

NGOがまるで援助を競うようにプロジェクトを打ち上げつ

つあるが、応急仮設住宅建設の段階は終わり、復興住宅建

設が今後の大きな課題である。仮設住宅地は、共同施設も

それなりに用意され、コミュニティもしっかりしていて、

独居老人が人知れず亡くなるといった状況には全くない。

坂茂、セシル・バルモンドといった有名どころが、復興住

宅を手がけるというが具体的なプロジェクトについては不

明であった。今のところ日本の影は薄いように思われた。

何かうまいプロジェクトが組めないものか。

振り返って日本で、信じられないような電車事故が起こっ

た。電車というのがかくもひ弱なボディをしていたとは。

経済的合理性のみ求める管理運営体制がしきりに問題にさ

れたが、早さを求めて軽量化を追求してきたその方向に同

じような問題はないのか。

改革、改革のスローガンが叫び続けられてついに総選挙で

ある。改革の実は果たして上がっているのか、正直わから

ない。確かなことは世代交代が確実に進行しつつあること

である。

（布野修司／編集委員会）
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『Traverse一新建築学研究』創刊の辞

京都大学「建築系教室」を中心とするグループを母胎として、その多彩な活動を支え、表

現するメディアとして『Traverse一新建築学研究』を創刊します。 『新建築学研究』を唱うの

は、言うまでもなく、かっての『建築学研究』の伝統を引き継ぎたいという思いを込めての

ことです。 『建築学研究』は、 1927(昭和2)年5月に創刊され、形態を変えながらも1944

（昭和19)年の129号まで出されます。そして、戦後1946(昭和21)年に復刊されて、 1950

（昭和25)年156号まで発行されます。数々の優れた論考が掲載され、京都大学建築学教室の

草創期より、その核として、極めて大きな役割を担ってきました。この新しいメディアも、

21世紀へ向けて、京都大学「建築系教室」の活動の核となることが期待されます。

今日、研究成果の発表の場は、 『建築学研究』のころとは比較にならない程多く、新たな

メディアの創刊は屋上屋を重ねるように思えるかも知れません。しかし、発表の場が分散化

することによって、京都大学「建築系教室」の全体像が見失われてきているという危惧も増

しつつあります。創刊の動機のひとつには、お互いの仕事を相互にコミュニケートし、相互

に批判し会う場を京都大学「建築系教室」としてもちたいという願いがあります。

もうひとつの動機として、この間の国際化のめまぐるしい進展があります。外国からの留

学生も増え、諸外国の大学、研究所から学術交流を求められる機会も増えつつあります。京

都大学「建築系教室」の活動成果を全体として表現することが必要とされます。自由に相互

批判できる場をもち、世界へ発信するメディアをもつことによって、広く開かれた場での評

価を高めることへつながると思います。

今日のメディアを支える技術の発展にはめざましいものがあります。メディアの形態も

様々な形を模索したいと考えます。学生たち、若い世代にとっても魅力的な場でありたいと

考えます。いずれにせよ、どこからアクセスしても京都大学の「建築系教室」の仕事がくつ

きり浮かび上がる必要があります。

「建築学の研究範囲は、総ての学術の進歩に伴ひ、極めて広汎なものとなって来た。その

研究題目も微にいり細に捗って、益々広く深くなってきた。」と既に『建築学研究』の創刊

の言葉（武田五ー）にもあります。領域の拡大と専門分化はさらに進展しているのが今日の

状況です。問題は、建築をめぐる大きな議論をする場が失われつつあることです。この新し

いメディアは、予め限定された専門分野に囚われず、自由で横断的な議論の場を目指したい

と思います。 「Traverse」という命名にその素朴な初心が示されています。

2000年4月1日

Preface ---on publication of new media " 

Traverse -Sin-Kenchikugaku-Kenkyu (New Architectural Studies)" 

Now, we, members of School of Architecture and Building Sciences-Kyoto University, 

start to publish "Traverse---Sin-Kenchikugaku-Kenkyu" as the media, which support our 

activities and represent our research work. The name of "New"-"Kenchikugaku-Kenkyu" is 

derived from the former transaction "Kenchikugaku-Kenkyu" that started in May 1927 and 

continued to be published until 1950 in spite of interruption during the wartime. 

"Kenchikugaku-Kenkyu" played important roles to develop the architectural knowledge in 

Japan during the early period of Architecture and Building Sciences, Kyoto University. We 

hope to take over the glorious tradition of Kenchikugaku-Kenkyu. This new media is expected 

to be a core of various activities towards the 21st century. 

Someone might think it is not necessary to publish another media any more because 

we have many proceedings and magazines for articles in terms of research works today. 

However, we are concerned about the diversity of our field that leads to loss of unity of our 

school. Are we losing the total view of our activities? What we intend to do is to rebuild the 

place to communicate and criticize each other freely in the center of School of Architecture 

and Building Sciences, Kyoto University. 

One of the objectives is to announce our achievements globally. It is indispensable to 

open our view to a wider Field in the age of globalization when we accept many foreign 

students and often receive a proposal of international exchanges. We dare to say, we will be 

accredited as an opinion leader if "Traverse" is widely accepted. 

The rapid development of information technologies is helping us to communicate with 

various universities and institutes easily. "Traverse" is available to anyone and any place 

through Internet homepage, which welcome the active students. 

Finally, the name of "Traverse" itself expresses an aim to publish this transaction. Our 

fields are becoming wider and wider, and more and more complicated. We should never lose 

an opportunity for discussion of broad subjects in architecture. To discuss freely beyond each 

discipline is our naive intention in the beginning 

April 1 , 2000 
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編集後記

編集後記とは編集に苦労した者が書くべきものだが、今

回は、第 6号に最も貢献しなかった私が書く羽目になった。

同じ建築学とはいえ、分野によってその学問内容の差異

が著しい中で、このような雑誌を刊行することは容易でな

いだけではなく、刊行の意義すら懐疑的にならざるを得な

い。一方で、このような積み重ねによってこそ、枠組みを

超えた学問の展望や、大学の方向性が見えてくるとも思え

る。そのようなつもりで、本号のゲラを見直すと、表現や

叙述の方法も多様で、扱っている問題も個別的でありなが

ら、意外に知的刺激に満ちた内容となっている。

学科や大学院を取りまく状況に様々な制約が多い中で、

古典的媒体でありながら着実に蓄積の残る本誌が、結局は、

真のそして多様な意味での traverseが実現する梃子になる

可能性を大きく秘めているという実感を持った。編集委員

の一員としての責任を再認識し、同時に、より多くの仲間

にここに参加していただくべき、という思いを強くした。

山岸常人／編集委員会
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